



は じ め に
現代日本で数多く見られる ｢祭り｣ には, ｢市









昭和初期, 具体的には 1930 (昭和 5) 年から 1937
(昭和 12) 年と考えている｡ その理由は別稿に委
ねるが, 本稿ではこの時期に京阪神で相前後して
作られた 3つの大規模な祭り, 京都の ｢染織祭｣,










を通じて, ｢近代祭礼史｣ を描き出すための第 1
歩である｡









桑原 (吉田忠) 矢守 (丸紅) 山川 (市田) 各支配人
等と都下新聞経済記者団との懇談会の席上染織京
都の発展策として染織祭挙行のことが話題に上っ




果, 佐上知事, 土岐市長, 大澤会頭の三頭の手に
よって公式に発表され, 二月二十六日京都ホテル
に於て染織代表者参集の上染織祭の主体となるべ
き染織講社の創立を見るに至｣ [山本, 1931] った｡
すなわち, 8月に染織関係者が ｢染織京都の発
展策｣ として染織祭を発案し, 日本染織物見本市
協会で協議され, 府, 市, 商工会議所などを巻き
込み, 京都の町を挙げての行事になったのである｡




























日出新聞』 は 1月 19日付の紙面で祭りの計画を
紹介している｡ それによると, 染織物見本市関係
者が 4月の見本市開催と同時に ｢呉服祭｣ の名称
で開催すべく協議したとある｡ 1月 22日付の紙
面では, 1月 21日に染織物見本市の竹上理事長
以下役員と, 府, 市, 会議所から関係者が出席し,
第 1回協議会を開催したとある｡ この席で, 府,





2月 5日付の紙面では ｢『時代祭』 に対抗して
『平民祭』 を創設か｣ との見出しの下に, 支配階
級の風俗を示す時代祭に対抗し, 町人の風俗を見
せることでコントラストの妙味を示すとのプラン
を紹介している｡ 2月 15日には, 名称を呉服祭
から染織祭に変更したとある (この時に 4月第 2
土曜日曜の開催が決まったとする資料もある [京
都商工会議所, 1931：142])｡ 理由は, 呉という
文字が中国を意味するので, ｢我国固有の神式を
発揮する上に考慮しなければならない｣ からであっ
た｡ 3月 14日付には ｢大衆祭新設は今年は駄目｣
という記事があり, このプランは 1ヶ月前に断念
されたようだ｡ その理由は 4月 11日の社説で,
｢最初染織祭の計画発表されるや各方面から祭を








1931. 4. 11) と説明している｡
すなわち, 新しい祭礼を作るにあたり時代祭を





列 (延暦文官参朝列, 延暦武官出陣列, 藤原文官
参朝列, 城南流鏑馬列, 織田入洛列, 徳川城使入
洛列) で示すというのが開始当初の姿であった｡
翌年からは神幸列が加わり, 平安神宮の祭礼となっ




第 1点は, 1931年 4月 1日に, 京都市が伏見













の 5つが挙げられている｡ 実際はこの中で ｢屋台
及び祝賀踊｣ が多かったものと思われる｡ そして
記事では ｢手続｣ について ｢屋台の曳行や多人数
の団体行列は主催から挙行の前日迄にその住所地
所轄警察署に左の事項を届出ればよい催物の種
類, 催物の概要, 参加人員, 挙行日時, 
通過道路, 団体名及び行列指揮者住所氏名｣











(『京都日出新聞』 1931. 4. 1)｡
この祝賀踊は染織祭の折にも許可されている｡
新聞記事には ｢染織祭の踊は編入祝賀と同様｣ と
の見出しで, 警察は 4月 12, 13日の 2日間も祝
賀踊と同様の方針で取り締まるとの記事が出てい









である [京都市, 1981：661]｡ この見本市は春秋
年 2回開催され, 1930年からは名称を日本染織
物見本市と改めた [高橋, 1944：356]｡ 見本市関
係者が祭りの創設に熱心であったことは既に述べ







1日は, 神社祭祀としての ｢染織祭｣ を執り行っ
た｡ 岡崎公園の平安神宮前に仮設した祭場で, 染





れは大きく 3つの部分に分かれた｡ 第 1部は祭事
委員の自動車隊である｡ 具体的には, 市長, 知事,
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表 1 第 1回染織祭
(『京都日出新聞』 1931. 4. 11, 4. 13, 4. 14による)












1 . 西陣織物商組合 80名屋台 2台
2 . 半襟刺繍組合 80名屋台 2台
3 . 京都染物同業組合 350名屋台 2台
4 . 西陣織物同業組合 150名屋台 3台
5 . 京都縮緬商組合, 京都浜縮緬商組合,
京都生絹同盟会, 丹後縮緬同業組合
200名屋台 3台
6 . 京都小売商連盟 60名屋台 2台
7 . 京都染呉服商組合, 関東織物商組合
100名屋台 10台
8 . 京染呉服悉皆業組合 100名屋台 2台
9 . 京都木綿商組合 50名屋台 1台

















により違いがある)｡ そして第 3部は, その他の
団体である｡ コースは府庁前を出発し, 丸太町通,










とある (『大阪朝日新聞』 (京都版) 1931. 4. 13)｡
また 『大阪毎日新聞』 の見出しは ｢遺憾なく発揮
した京の着倒れ気分 三マイルの服飾オンパレー
ド｣ と, ｢着倒れ｣ という言葉で表現している｡




















れた｣ [関他, 1933] とある｡ すなわち, ｢歴史的
意義ある行列｣ とすべく, 祭事調査委員として出
雲路通次郎, 関保之助, 和田不二男, 猪飼嘯谷,
猪熊浅麿, 江馬務の 6氏が依嘱され, 上古時代か
ら江戸時代までの 8つの行列を考案した (ちなみ
に, ほぼ同じメンバーが, 1932年からの時代祭
の行列増にも関与し, ｢豊公参朝列｣ と ｢楠公上
洛列｣ の追加を決めている｡ 『京都日出新聞』




1932年の第 2回染織祭は, 第 1回とほぼ同じ
内容で開催された｡ 変更点としては, 行列第 2部
の染織関係団体の行列に, 平安時代の ｢やすらい
花踊｣ を取り入れたことである｡ 第 3部は, その
昭和初期の ｢新しい祭り｣56
表 2 第 3回染織祭
(『京都日出新聞』 1933. 4. 11による)
■ 4月 8日 (土)
祭 典









8 . 染織講社理事, 祭事委員自動車
9 . 上古時代 機殿参進 (京染呉服悉皆同業組合,
島原廓芸妓)
10. 奈良朝時代 歌垣 (京都染呉服商組合,上七軒)
11. 平安朝時代 やすらい花踊 (関東織物盛奨会,
先斗町)
12. 鎌倉時代 女房の物詣 (京都縮緬・縞縮緬・
生絹・丹後縮緬, 宮川町)
13. 室町時代 諸織の婦女 (西陣織物, 北新地)




15. 江戸初期 京女の晴着姿 (京都染物同業組合,
祇園乙芸妓)





3回の 1933年である｡ この年, 第 1日の 4月 8
日はこれまでと同じ式典が行われた｡ 第 2日の行
列は, 雨のため 1日順延し 10日に行われた｡ 内
容は表 2のとおりである (表は 『京都日出新聞』

















大阪府, 大阪市, 大阪実業組合連合会, 大阪工業
会, 大阪商工協会, 大阪実業協会の 7団体が ｢大
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表 3 商工祭執行案 ([高柳, 1933] を基に作成)




2 . 期 日
11月 2日, 3日, 4日の三日間
3 . 場 所
大阪城公園, 中之島公園の内より一ヶ所選定す
4 . 主催者


























この行事については, 1933年の第 1回と 35年
の第 2回に, 主催者から記念誌が発行されている
[高柳, 1933] [武田, 1936]｡ ここではそれらに依
拠しつつも新聞記事で補足し, 行事を概観したい｡
『大阪商工祭記念誌』 によれば, 大阪商工祭の
発端は, 1933年 7月 17日, 大阪商工会議所の江
崎利一が商業部会で提案したことに始まるという
[高柳, 1933：1]｡ 商業部会では特別委員会を組
織して, 16項目からなる ｢商工祭執行案｣ を立




る ｢祭典｣ と, 商工業に関係のある時代行列を挙
行する ｢催物｣ の 2つを挙げていた [高柳, 1933：
14]｡
この案は大阪商工会議所役員会の賛同を得たた
め, 他団体にも協力を呼びかけ, 大阪府, 大阪市,
大阪実業組合連合会, 大阪工業会, 大阪商工協会,




就任した｡ そして協会内に, 総務部, 祭典部, 行
列部, 宣伝部, 会計部の 5委員会を設置して準備
を進めた｡ こうして, 明治節にあたる 11月 3日
を中心に, 2～4日の 3日間の行事が決定した｡
第 1回の行事として予定された内容を [高柳,





である｡ この第 1回大阪商工祭では, 末吉孫左衛
門吉康, 淀屋个庵, 山中新六, 天王寺屋五兵衛,
石丸定次, 住友吉左衛門友芳, 殿村平右衛門 (以
上江戸時代), 五代友厚, 磯野小右衛門, 田中市
兵衛, 藤田傳三郎, 松本重太郎, 廣瀬宰平, 土居
通夫, 山邊丈夫 (以上明治時代) の 15名が選ば
れた｡ そして 11月 3日に, 大阪城内に特設され





(120名), 江戸時代大名行列 (50名), 浪速町人
風俗行列 (120名) の 3つがあった｡ このうち豊
公大阪城入城行列は, 豊臣秀吉の大阪城入城を模
したものである｡ 衣装の考証と指導は, 出雲路通








































表 4 第 1回大阪商工祭
([高柳, 1933] による)




のつくり物｣ (『大阪毎日新聞』 1933. 11. 4) が挙
がっている｡ また参加する広告自動車の意匠も
｢紙上広告行列｣ として掲載された (『大阪朝日新























試漕までしたものの (『大阪朝日新聞』 1934. 8. 26),
9月 21日に室戸台風が大阪を襲い大被害を与え
た｡ このため行事は取り止めになった (『大阪朝
日新聞』 1934. 9. 30)｡
第 2回商工祭は 1935年に開催された｡ 内容は
第 1回とほぼ同じであった｡ 第 1日の行事では,
本祭では商工業先覚者として, 第 1回の 15名に
加え, 安井道頓, 河村瑞軒, 中井竹山, 渡邊昇,















た｡ これは陸軍の戦車 2台を先頭に, 飾り立てた













に 1と 2との比を示している｡ 小売業者の所謂商
工祭景気は, 回を重ねる毎に濃厚に現れて来たの
である｣ [武田, 1936：152153]｡ また新聞記事
では, 地下鉄, バス, 市電, タクシー, 私鉄など
の交通機関が予想を遙かに超越した利益を上げた
旨の報道がある (『大阪朝日新聞』 1935. 11. 5)｡
このような記述を見ると, ｢商工祭景気｣ を作り
出すことに成功したようである｡ とはいうものの,




たのに面食らった｣ (『大阪朝日新聞』 1935. 11. 5)
というものもあった｡








[藤井, 1936：13] と述べている｡ 商店街の振興
という狙いがますます明確になったのである｡





















年 1月と思われる｡ 『神戸又新日報』 によれば,
この年の初春に, 鉄道の高架化, 区制の実施,




(『神戸又新日報』 1932. 1. 7)｡ このため市の観光
委員会でも ｢委員側から 『沈滞した市の景気をあ
おるためにも是非この催しを実現したい』 との希







新日報』 1932. 1. 7) として, ｢市民祭｣ を提唱し
た｡ つまり市民祭は, 何か祝うべき目的があった
のではなく, ｢市民がこぞって共にお祝い気分に
なる｣ ために企画されたのであった｡ その際, 市















2. 2) と, 染織祭を参考に経費を検討している｡
2月 6日の観光委員会では黒瀬市長の腹案が示
された｡ それによると, 祭日は 5月の第 2土・日
で, 祭事は第 1日を奉告祭, 記念祭市民祝賀会,
催物行列, 第 2日を各町の祝賀日にあてる, とい







が有力であった｣ (『神戸又新日報』 1932. 2. 7) と,
委員の中から国際都市の強調を求める声があった｡








また, 名称については ｢みなとの祭｣ ｢港湾祭｣
｢神戸カーニバル｣ (『神戸又新日報』 1932. 1. 29),
｢市民祭｣ (『神戸又新日報』 1932. 2. 2), ｢みなと
の祭｣ ｢かもめ祭｣ ｢海港祭｣ ｢港湾祭｣ ｢扇港祭｣
(『神戸又新日報』 1932. 2. 7) が候補になった｡ そ
してその中から ｢みなとの祭｣ に決まった (『神
戸又新日報』 1932. 2. 7)｡ すなわち, 港湾都市神
戸のシンボルとしての港を市民祭の名称に選んだ
ので ｢みなとの祭｣ となったのであり, 港に関連
した祭りを計画したわけではなかった｡
ところがこの計画は, 上海事変勃発により延期
になる｡ 4 月 2 日に開催された観光委員会で,
｢上海事変のなりゆきなり一般的な情勢に鑑み,
この際遠慮して適当の時機を待つ方がよかろうと
いうに傾いた｣ (『神戸又新日報』 1932. 4. 3) と,
ひとまず延期になったのである｡
この計画が再度具体化するのは 1933年 1月の






















議員, 市部県議, 県市各課長, 区長, 警察署長,
神職会長, 各同業組合長, 衛生組合連合会長, 各
新聞社長, 外人代表者, 青年団代表, その他関係
有力者を取り込むこと, 経費は 9,000円で, 会議
費 500円, 計画費 500円, 式典費 3,000円, 祭事
費 4,000円, 予備費 500円とすること等が決定し
た (『神戸又新日報』 1933. 1. 19)｡




祭りの日程については, 神戸市の ｢記念日｣ と
の整合性が意識される｡ 1月の段階で市観光係に
は,
・5月 23, 24両日 (慶応 3年兵庫開港勅許日)
・6月 6, 7両日 (慶応 3年兵庫開港勅許布告日)
・9月 16, 17両日




・福原遷都 (治承 4年 6月 2日)
・楠公戦没の日 (延元元年 5月 27日)
・兵庫開港 (慶応 3年 12月 7日)
















































自動車が続いた｡ これは ｢国際都市｣ 神戸をアピー
ルする格好の行事となった｡
次に懐古行列は, 神戸の歴史を示す時代行列で
ある｡ ｢第 1部 福原遷都から一の谷合戦まで｣
｢第 2部 大楠公の聖駕奉迎｣ ｢第 3部 兵庫開港｣
















メートル (約五尺一寸) という条件付きだ｡ そこ
で各区長が女王詮衡委員となってこれがピックアッ
プになみなみならぬ苦心を払ったことはいうまで
もない｣ (『神戸又新日報』 1933. 11. 7)｡ そして各
区から選ばれた 8人の候補者のうちから 1人を抽

























表 5 第 1回みなとの祭
でもいいとして市内第一の麗人を選定することは


















市民運動場に, 市内の小中学校の生徒約 2万 8千
人が集まり体操をした｡ 各学校と会場との往復の
際に, みなと祭の旗を掲げて歩いたのが旗行列で











れだけではなかった｡ まず, 神戸の 2つの地方新
聞社が似たような行事を主催して覇を競った｡
その 1つが民謡である｡ 1933年は, 7月に発売




｢東京音頭大会｣ が開催された｡ 神戸でも, 当時
の新聞には東京音頭大会の開催を告げる広告が見
られる｡ このブームに追随して, 全国各地で ｢ご
当地｣ 民謡が作られる｡ そして神戸でも, みなと
の祭に合わせて 2つの民謡が発売された｡ 1つは




お墨付きを得ていた｡ もう 1つは 『神戸又新日報』






加させた｡ 『神戸又新日報』 は ｢福原太夫行列｣
を主催した｡ これに対し 『神戸新聞』 は, ｢神戸
三検番美妓神前演奏｣ を主催した｡ これは市内三
検番 (神戸中検, 新中検, 福原共立検) の芸妓 75
名が大倉山公園の祭壇前特設舞台で, 舞踊, 演奏
の競演を行うというものである (『神戸新聞』
1933. 9. 23)｡ 主催者が ｢善良な家庭の淑女｣ から
｢祭の女王｣ を選んだのに対し, 新聞社が芸妓を
担ぎ出したギャップが興味深い｡
なお, 『神戸新聞』 はさらに ｢商工祭｣ をも企
画した｡ これは 1930年の博覧会の際に神戸新聞
主催で行われた仮装パレードであるが, この段階




















報』 1936. 11. 5) という記事があり, 実数は不明
だが 200団体近くの訪問を予想していたことがわ
かる｡ 一方, 『神戸新聞』 11月 8日付には ｢本社

















いる｣ (『神戸又新日報』 1934. 11. 3) という記事













回は, 祭の期間を 1日延長して 3日間とし, 初日
(11月 6日) に市内各神社で ｢宵宮祭｣ を挙行し
た｡ 2日目 (11月 7日) は湊川公園勧業館前で神
事祭典を行い, 8区から選ばれた ｢祭のプリンセ
ス｣ が玉串奉奠を行い, 8人の ｢舞姫｣ が神楽を
奉納した｡ 第 1回に行われた ｢祭の女王の戴冠式｣
はなくなった｡ 国際大行進は東遊園地を出発点に,
祭のプリンセス, 舞姫を先頭に市内を循環した｡








に行われた｡ このほか 3日間にわたり, 花電車と
花自動車が市内を廻り, 打上花火や船舶の装飾が
行われたほか, 各地で出し物が繰り広げられた｡





とし (この年は休み), 市内 8つの区役所が行事
を企画運営することになった｡ 各区主催行事とし
ては, 地方舞台, 仮装行列, 旗行列, 児童行列,
町内装飾などが行われた｡ 市民祭協会の主催行事
としては, 第 1日 (11月 6日) は, 市内各神社













た｡ また, 3日間, 打上花火, 花電車, イルミネー













第 1は, 神事を強調し, 神社祭礼の要素を増や
そうとする動きである｡
第 1回のみなとの祭では, 行事の初日, 大倉山
公園に市内 99の神々を奉斎する祭殿を設けて,
神事祭典を行った｡ この行事は, 場所を変えなが
ら第 4回まで継続する｡ これに加えて, 第 2回か
らは, まず祭の期間が 1日延長されて 3日間にな
り, 初日には市内の各神社で ｢宵宮祭｣ が挙行さ
れた｡ また 3日目には, 慰霊祭が神道式で挙行さ
れたが, その目的は ｢物故先人の威徳を景仰する
ため｣ [神戸市民祭協会, 1934] であった｡ さら
に第 3回からは, 2日目と 3日目の 2回, ｢幣流





第 2は, 国際性の強調である｡ みなとの祭の中
心行事は ｢二大行列｣ と呼ばれた国際大行進と懐
古行列である｡ この 2つの行列には, 神戸の特徴
として国際性を強調しようとする動きが見られた｡





きである｡ 第 1回で好評を博した ｢港の女王｣ は
(プリンセスと呼ばれることも多かった) 第 2回
も選出されるが, この年には同時に 8人の ｢舞姫｣
も選出された｡ また, 第 1回は女王が冠と杖を受
け取る ｢戴冠式｣ が行われたが, 第 2回以降なく
なり, 代わって玉串奉奠を執り行った｡ 第 3,4回
は港の女王がなくなり, 舞姫だけの選出になった｡
一方で第 4回には, 国際大行進に参加する 14カ
国がそれぞれ代表となる女性を選出して, パレー
ドに参加する形を取ったため, 日本代表の女性が










聞が企画した｡ 内容は, ｢商工祭｣ の神事を博覧
会場で挙行した後, 市内を ｢広告仮装行列｣ がパ
レードした｡ これは市内商店による趣向を凝らし
た宣伝パレードで, 自動車, 自転車, 荷車, 屋台,
徒歩などさまざまな乗り物の混成行列であった｡
『神戸新聞』 9月 21日付には参加 75団体の名が
掲載されている｡ 『神戸新聞』 紙上ではその盛大
















大阪では, 1932年から ｢港の祭｣ が行われた｡
神戸の同名の行事より 1年早く始まったが, 内容
は港湾に限定した祭りであった｡ また, 大津でも




















も数多く見られたが, そちらが ｢演じる｣ ことを
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